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研究要旨 

 

新潟県上越地域では、寛文の高田地震（１６６６年）、宝暦の高田地震（１７５１年）、弘化の高田地

震（１８４７年）と過去に３回の大地震に見舞われている。それぞれの地震の被害状況について、史料

を読み解くことで被害分布を作成し、それぞれの地震の特徴を明らかにする。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

近世における新潟県上越地域での巨大地震と

して、１６６６年の寛文高田地震、１７５１年の

高田地震、１８４７年の弘化高田地震があげられ

る。これらの地震については、被害が甚大であっ

たとされるものの、越後高田地震のほか研究はす

すんでいない。本研究では各々の地震の被害状況

について、その差異を明確にする。なお、弘化高

田地震については、同年におこった善光寺地震と

の被害状況の違いを明らかにする。 

また、これらの地震については、長野県北部と

関連性が想定される。高田での地震と長野県北部

での地震とが密接に関連していると想定するこ

ともできる。高田と長野県北部の地震について、

その関連性についても検討する。 

 

 

 

Ｂ．研究方法 

新潟県に所在する図書館や資料保存施設で、３

つの地震に関する史料や文献調査を行う。また、

地震史料を所蔵する新潟県外の資料保存機関で

の調査もすすめる。これらの史料調査については

年度内を目途に完了させる。年明けからは史料の

分析を行い、地図上に整理するなどして研究目的

を達成する。 

寛文高田地震については、残された史料が少な

く地震による死者数などの概略がわかっている

程度である。 

１７５１年高田地震については、矢田俊文・卜

部厚志の研究成果がある（「１７５１年越後高田

地震による被害分布と震源域の再検討」『資料学

研究』第８号 ２０１１年 ほか）。この成果によ

ると、上越地域の「桑取川上流部の土口～横畑ケ

地域、山地部の中ノ俣・上網子地域が震源域にも

っとも近く、それに次いで高田城下町屋地域が震

源域に近いと考えられる」とする。 

一方、弘化高田地震については、同年におこっ

た善光寺地震の被害との区別が難しいと従来か

ら言われている。しかし近年、矢田俊文「一八四

七年善光寺地震と弘化高田地震－『虎勢道中記』

－より」や、平成３０年度の本研究所共同研究「１

８４７年善光寺地震とその後の地震との関連に

ついて」（代表・原田和彦）によって、２つの地震

には被害の違いのあることが想定された。本研究

ではこれらを引き継ぎ、史料の収集や精査をつう

じて善光寺地震と弘化高田地震の被害を区分し、

そのうえで弘化高田地震の特徴を明らかにする 



 

 

 

 

Ｃ．研究結果 

本年は、外出自粛などの影響から、十分な史料

調査ができなかった。このため、高田（上越地方）

と長野県北部との関連が想定される、１７５１年

越後高田地震、１８４７年善光寺地震、弘化高田

地震に、１７１４年小谷地震を加えて、各地震に

おける両地域の関連性を検討した。 

 ３つの地震ともに、高田（上越）と長野県北部

が深く関連する、あるいは、連動した地震と想定

されている。この点について、史料を分析するこ

とで、その関連性については低いものと想定でき

た。 

 

 

 

Ｄ．考察 

①１７１４年小谷地震については、小谷村・白

馬村を中心とした被害（矢田俊文『近世の巨大地

震』 吉川弘文館 ２０１８年）と位置付けられ

ている。この地震については、このほかにも長野

市の善光寺周辺における被害、妙高市の関山にお

ける被害が史料から確認される。 

②１７５１年高田地震については、すでにふれ

たように、矢田俊文・卜部厚志の研究成果がある。 

さて、長野県北部については、長野市に所在す

る松代城やその城下町の被害が甚大であったこ

とが知られている。松代城の被害状況については、

絵図史料が残されており被害の状況が確認でき

る。ただ、この被害状況は、１７４２年に発生し

た寛保の「戌の満水」に類似した被害である。戌

の満水は江戸時代を通じて甚大な被害をもたら

した大水害であり、松代城も川の底になるなど大

きな被害が出ている。こうしたことから、高田地

震に伴う松代城の被害とは、戌の満水の被害と類

似したものか、あるいは水害後の地盤等の変化な

ど、水害後の復旧との関連のなかで解釈する必要

もある。 

高田地震の余震記録は妙高、金沢などにおいて

確認されるので、比較的長期間の地震活動であっ

たと思われる。一方、長野県北部においては余震

活動を示す史料は見つけられない。松代藩の記録

のうち、高田地震について記録する『定小屋日記』

（この時期の藩政史料のうち、まとまったものと

して唯一）においても、余震記録が全く見えない。

この時期の藩政史料や地方文書は数量が多くな

いため、限られた史料での分析であるという制限

があるものの、おそらくは、長野県北部での影響

が少なかったとみるべきであろう。 

③弘化４年３月の地震については、3 月２４日

の地震である善光寺地震、３月２９日朝の地震で

ある松代藩領内に被害をもたらした地震、３月２

９日の昼に起きたいわゆる高田の地震の３つの

地震があった。このほか、弘化４年３月晦日にも

長濱（直江津）において地震による家屋倒壊があ

ったようなので、３月には、高田（上越）と長野

県北部とでいくつかの地震に見舞われていたこ

とがわかる。 

ただ、２４日の地震を除くと２９日と３０日の

地震は直接的に影響を与えていたかというとそ

うではない。２４日の地震については、朝の地震

と昼の地震では被害分布が違っていることはす

でに指摘されている。３０日の地震については、

長濱（直江津）での家倒壊が確認されるが、松代

領内においてもいくらかの被害が想定されてい

る。 

さて、ここまで 3 つの地震を分析してきたが、

そもそも、高田（上越）と長野県北部とが地震活

動での連動が想定されるという根拠は、松代城と

その城下の被害から想定されたものである。そも

そも、松代城とその城下の被害については、１７

０７年宝永地震、そして１８５４年安政高田地震

においても大きな被害が出ている。その反面、善

光寺などの周辺地域はほぼ被害は出ていない。こ

のように、高田（上越）と長野県北部の地震とに

ついて関連があるとするのは、松代城やその城下

の被害から導き出されたものである。松代城やそ

の城下町は東海地震など、比較的離れた地震によ

っても大きな被害を出していることからもわか

る。 

長野県北部の地震といった場合、松代城やその

城下の被害については、ある程度差し引いて検討

することが必要かもしれない。 

 

 

 



 

Ｅ．結論 

上越地方と長野県北との関係について絞って

検討してきた。これは、近接する両地域が地震に

よって影響を与えると考えられてきたからであ

る。ここから得られて結論としては、 

①松代城の被害が大きな指標となっているが、

１７５１年高田地震については、１７４２年の戌

の満水時の被害とほぼ同じことに気付く。そして、

城下町や城下の建物の被害についても他の地震

被害と同じ傾向にある。高田地震の被害は松代城

とその城下町に限られているので、高田地震にお

ける長野県北部の被害はほぼなかったというこ

と可能であろう。 

②１７５１年高田地震の余震記録は長野県北

部には見られない。また、松代城や城下でも余震

に関わる被害は見られない。 

 ③長野県北部における地震被害とは、松代城や

その城下の被害を差し引いて考えることが重要

であろう。 
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1.論文発表 

 

2.学会発表 

原田和彦「江戸時代における上越地方の地震活動

について」（２０２０年歴史地震史料研究会 ２

０２０年１１月１５日 新潟大学） 
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